
G ― 7　家庭科教育内容に関する研究Ｉ

広島・東京・岩手 の３都県 におけ る家庭内被

服製作の実態調査（第２報）

広島大教育　○石渡 すみ江

岩手 大教育　　清水　　 房

都立立川短大　　 大山 サカエ

1. 第 １報に引続いて，第２報は， つぎの事項につい

て報 告する。(1) 年間自家製作品 別数量，(2） 年間自家

製作品別の縫い方の実態につい て

2. 第１報に示した「１年間におけ る自家製作品 につ

いて」 の調査票より「枚数」「縫い 方区分」 を３地域（広

島・東京・岩手）別に集計を行なったものであ る。

3.    (1)　につい ては，洋服類（13種）の製 作量は，東

京→広 島→岩手の順になる。その中で，3 地域にわたっ

て多 く作られている ものは，スカ ート・ワンピース・ブ

ラウスで，和服類 （17種）は， 岩手→ 広島→ 東京の順に

なり， 大裁女物長着 （ウール・ も め ん）・肌し ゅば ん・

はんてんであ る。寝 具類 （8 種）は，岩手→広島→東京



の順になり， ふとん類が，全作品中，もっ とも多く，つ

くろい ものは，「 ときどきする」が約60% で，「全然しな

い」が1% であ る。小 もの種 （7 類）は， ぞうきん・カ

バー類 が多い。

②　について は，洋服類は，ほとんど ミシンで，手 縫

のみは1%, ブ ラウ ス・ワンピ ースのえりつけ ・そでつ

け は， 前者が 約80%, 後者は約50% 行なわれてい る。 フ

ァスナ ーつけは，全作品に行われている。 和服類は，手

縫のみが 約80％行なわれ，あわせ・綿入れは大変少な く

な ってい る。 寝具類は，手縫のみは約50%, 綿入れは 約

70% 行な われている。(1)   (2)とも３地域の特色が， それ
ぞれに表 われている。
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